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１．研究成果の概要 

 新型コロナも沈静化し、企業は再び業容拡大に邁進する。しかし、それはコロナ前と同じではない。 

グローバル化進展の後退、継続的なコストアップ、人口減に伴う人財の一層の重視等から企業の経営環境が急

変した。企業は人事戦略の見直しを図り,人材の一層の活用を図る動きとなった。 

そこで、転勤制度の見直し、在宅勤務・ワーケーション・副業解禁の３点セット、若手への報酬のシフト、属

人的手当の廃止、成果主義への一層の傾斜が起きている。特に大企業ではこの動きが顕著に見えた。 

同時に福利厚生も必要な従業員に与える物から公平に与えるものに移行しつつある。これらの事例を収集し

た。 

 

２．著書・論文・学会発表等 

（できるだけご記入ください。査読の有無及び海外研究機関等の研究者との国際共著論文がある場合は必ず記載） 

【論文（査読あり）】 

 

【著書・論文（査読なし）】 

「本質から考える福利厚生の意義」（「人事の地図」産労総研、２０２３年９月号） 

「人材戦略から考える福利厚生」（「人事の地図」産労総研、２０２４年２月号） 

 

【学会発表等】 
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４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 
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